


















Substantialization of Program, Credit and Degree 










































































































































































































































































































この三つの方針、 Diploma Poli旬、 Curriculum Poli 
cy、 Admission Policy、カタカナ文字で書くと評判が惑い
というので、漢字に益したりしていましたが、 Diploma



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第三回高等教育質保証研究会兼・大学教育実践センタ -r教育実践公開研究会H大学教育の充実と単位の実質化~評価の視点から-J 109 
広義のFD
FDを単なる授業改善のための研修と狭〈解するの
ではなく、我が国の学士課程教育の改革を目的とし
た、教員団の職能開発として幅広く捉えることが遜
当である。
FDの実施状況
.2006年度には約86唱の大学がFDを実施している。
研修会、犠範授菜、教員相互の綬議番多鋭、
評髄、授業検討会、講演会田閥催、...
様々な課題
FD効果が期待される取組例
-務任教員百発修
・学生による授当権評伝
・(学生参加の)カリキュラム改革
・シラパスの充災
・授家改善報告審
・優秀教員表彰
・相互盟業参綬・絡互銀議案採鏑
・後霊震のビデオ銀"
・ガラス張りの教室
・授象検討会
・ティーム・ティ チング
・後数指隷教員制度
• GPタイプのプログラムへの申務
・-
ある大学のFD取経例
• FD委員会規定を制定
• FD委員会を設蜜
@年に2回FD委員会を開催、 E蓋率録作成
@年lこ2毘FD講演会を開催、レジュメ作成
諮演会IまFDの第一歩 E
「実質化」につながることが重要 1
FDの実費住
FDを実質化するためには
@倍々の大学に適したFD活動の選択が必要
@教育業綴の評価を適切に行うことが不可欠
2∞'"度には"伐の大学が教商業績の鰐備を実鎗
@教員聞の自主的ー自律的な取組が不苛欠
ソゾ@教員の個人的且集団的な
ヘ&側、山
J1J
一一
改産司ーをい
j灼ぷ
力保側一価鳩…一評晴…一己冊一一自和…一の一日止字削…大剛一
言す滋
110 
認証評価の効果
@教育に対する組織的取組の必要性が認識される。
@部局閣の壁、教員聞の壁が{底くなる。
的情報の収主義、整理、
公表が義務化される構報
1 大学明教育研究上の自的
2 教育窃究上の議本組織
3, 教員組飽・教員の数各教員が有する学位及び銀銭
4 
験の状認
授察初白俊裏方法銀銭内容授S震計留
分野別評価
@現行の機関買IJ認証評価においては、単科大学
ついては、分野別の教育課程は(ほとんど)
にさオれていない。
の震の保証・改善のためには、(分野別の
した評価が必要。
次世代の評鏑
@評価のコスト・パフォーマンスを考慮すれば、
認証評価を現状より簡素化し、分野田j評価
評価と併用するのが現実的であるう。
教育情報の公表
1.公的な教育機関として、社会に公表が求め
情報+法令で義務化
争教育の箆向よの観点から公表
+法令で努力義務化
各大学の個性・
ら公表が期待される情報
r組織主義jからfプロ
機能別評価
@法人評価は目標・
や水準等をf採点す
は「個性を伸ばし改
の評価。 唾ト
